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 は や ぶ さ ２ ・ ５ １ １ 号   ２ ０ ２ １ 年 ０ ８ 年 １ ３ 日 ( 金 )    

【 無 料 プ レ ゼ ン ト 】 文 末 に 書 籍 の 無 料 プ レ ゼ ン ト の 案 内 が ご ざ い ま す の で  

ご 確 認 く だ さ い 。  

 

第 ３ 章 ・ ・ ・ ・ ・ 「 企 業 経 営 を 安 全 に ガ イ ド す る 経 営 会 計 1 0 原 則 」  

   ＊ ＊ 1 8 0 度 経 営 姿 勢 を 転 換 す る 時 代 が 来 ま し た ＊ ＊  

１ 「 企 業 経 営 を 安 全 に ガ イ ド す る 経 営 会 計 1 0 原 則 」 の 目 次 構 成 を 述 べ ま す 。 

 1 ） 経 営 会 計 情 報 （ ス コ ア ー カ ー ド ） 利 活 用 の 原 則  

 2 ） マ ー ケ ッ ト の 動 向 が 分 か る ス コ ア ー カ ー ド の 原 則  

 3 ） キ ャ シ ュ ベ ー ス 経 営 の 原 則  

  ＊ ＊ ＊ ＃ 5 0 9 号 （ 2 1 ・ 0 7 ・ 3 0 ） に て 発 信 【 済 】  

 4 ） 1 人 当 り 営 業 利 益 ( 人 時 生 産 性 ) U P の 原 則  

 5 ） 進 化 ・ 発 展 す る た め の 原 則  

6 ） ガ ラ ス 張 り 経 営 の 原 則  

 7 ） 1 対 1 の 原 則  

  ＊ ＊ ＊ ＃ 5 1 0 号 （ 2 1 ・ 0 8 ・ 0 6 ） に て 発 信 【 済 】  

 8 ） ダ ブ ル チ ェ ッ ク の 原 則  

 9 ） ス リ ム 化 の 原 則  

 1 0 ） 持 続 す る た め の 原 則  

  ＊ ＊ ＊ ＃ 5 1 1 号 （ 2 1 ・ 0 8 ・ 1 3 ） ・ ・ 今 回 発 信  

に 分 け て お 話 し ま す が 、 経 営 者 の 基 本 姿 勢 が 重 要 で す が 、 業 務 会 計 レ ベ ル は  

現 場 の 訓 練 と 習 慣 化 の 課 題 で も あ り ま す 。  

 

第 ３ 回 「 非 常 時 は ス ク ラ ッ プ ＆ ビ ル ド （ S&B)を 実 戦 す る 」  

8）ダブルチェックの原 則  

 （ 1） 理 念 経 営 の 基 本 は 、 「 人 の 心 を ベ ー ス と し て 、 働 く 従 業 員 の 幸 せ を  

担 保 し 持 続 す る 」 こ と で あ る 。 多 様 な 価 値 観 を 持 つ 複 数 の 人 間 や 部 署 が  

お 互 い の チ ェ ッ ク と 確 認 を し 合 っ て 、 仕 事 を す す め て い く の は 、 全 て の  

基 本 の 原 則 で あ る 。  

 （ 2） こ の 厳 し い ダ ブ ル チ ェ ッ ク の ” し く み ” に よ り 、 従 業 員 が 罪 を 作 る  

こ と を 未 然 に 防 ぎ 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス を 守 る こ と に も な る 。 こ う し た  

厳 し い 社 風 が 企 業 の 信 用 を 守 る の で あ る 。  

 （ 3） こ の 企 業 文 化 を し っ か り と 身 に 付 け る に は 、 ト ッ プ が 指 示 し た だ け で  
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は 徹 底 さ れ な い 。 現 場 に 出 向 き 「 確 認 と 激 励 」 を 繰 り 返 し 「 躾 」 に す る  

の は 「 教 導 の 愛 」 で あ る 。  

 

【 ワ ン ポ イ ン ト ・ レ ッ ス ン 】  

＊ ダ ブ ル チ ェ ッ ク は 、 連 携 プ レ ー を 生 む と と も に 、 負 け な い た め の 「 人 と  

シ ス テ ム 」 の バ ッ ク ア ッ プ の ” し く み ” で も あ る 。  

 

9）スリム化 の原 則  

（ 1） 非 常 時 を 乗 切 る に は 、 難 破 寸 前 の 船 が 金 塊 で あ ろ う と 生 き 残 る た め に  

 必 要 な い 積 み 荷 を 捨 て る よ う に 、 見 栄 や 名 誉 心 に 打 ち 勝 た ね ば 無 事 は な い 。 

（ 2） 経 営 環 境 は 常 に 激 変 を 繰 り 返 す 。 適 応 す る に は 新 し い 「 商 材 や 設 備 」 を  

必 要 と す る の で 備 え を す る 。 稼 働 率 が 悪 い モ ノ 、 回 収 が 見 込 め な い モ ノ は  

ス ク ラ ッ プ 化 し て 売 却 し て 資 金 化 で き る 時 に 即 時 に 実 行 す る 。  

（ 3） 投 機 は 絶 対 に し な い 。 ハ イ リ ス ク の 原 因 に な る 。  

（ 4） 要 員 数 も 季 節 変 動 に 対 応 す る た め に 、 コ ア ー 人 材 （ 経 営 層 ・ 市 場 開 発 ・  

商 材 推 進 責 任 者 等 ） と オ ペ レ ー タ ー 層 （ 実 務 担 当 者 ・ 作 業 者 等 外 部 委 託 者  

を 含 め ・ ・ ・ 人 時 生 産 性 を 考 慮 し て 固 定 費 を 最 小 化 し て 組 合 せ を 工 夫 す る 。 

  

 【 ワ ン ポ イ ン ト ・ レ ッ ス ン 】  

 ＊ ス ク ラ ッ プ ＆ ビ ル ド （ S & B ) は 、 こ の 順 番 が 大 事 で あ る 。 常 に ス リ ム 化 を  

 考 え て 、 無 用 の モ ノ は 決 し て 所 有 し な い こ と が 、 財 務 体 質 を 安 全 に 保 つ  

 カ ギ で あ る 。  

 

10）持 続 するための原 則  

 （ 1） 企 業 の 血 液 で あ る 、 「 資 金 ＝ キ ャ ッ シ ュ 」 が あ れ ば 、 ど ん な に 赤 字 が  

続 い て も 、 資 金 が 繋 げ ら れ れ ば 企 業 は 持 続 で き る 。 資 産 処 分 や 金 融 機 関  

の 追 加 融 資 、 株 式 や 社 債 に よ る 調 達 等 企 業 の 総 合 評 価 の 結 果 が 現 れ る 。  

 （ 2） 有 形 資 産 の 状 況 も 大 事 で あ る が 、 経 営 者 の 「 使 命 感 と 強 い 決 意 」 が  

  大 き く 評 価 の 決 め 手 に な る 。 更 に は 従 業 員 の 「 士 気 と 協 力 度 」 で あ る 。  

 （ 3） 健 全 に 持 続 す る に は 、 最 大 の 資 源 は 「 人 」 で あ る 。 「 経 営 会 計 の  

1 0 原 則 」 を 体 得 す る 、 各 層 の 後 継 者 の 育 成 （ 啓 育 ） を 絶 え 間 な く 、 持 続  

し 続 け る こ と が 企 業 経 営 の 王 道 で あ る 。  

  

 【 ワ ン ポ イ ン ト ・ レ ッ ス ン 】  
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 ＊ 企 業 経 営 は 「 収 益 力 ・ 成 長 力 」 が 刻 々 と 分 か る 正 し い ス コ ア ー が な い

と 、  

正 し い 舵 取 り は で き な い 。  

経 営 に 責 任 を も っ て 推 進 す る 人 々 は 、 こ の 「 経 営 会 計 10 原 則 」 を 習 慣 に  

し て 、 ど ん な 難 関 も 超 え る 胆 力 と 問 題 解 決 力 を 身 に 付 け る こ と を 望 む 。  

 

  ＊ 以 上 で 、「 経 営 会 計 1 0 原 則 」 を 終 わ り ま す 。  

  

＊ 理 念 経 営 と は  

h t t p s : / / r i n e n k e i e i s h i . n e t / a b o u t / i n d e x . h t m l  

＊ お 問 合 せ ・「 理 念 経 営 実 戦 の す す め 」 を 無 料 で 提 供 い た し ま す 。  

（ た だ し 、 送 料 と し て 1 0 0 円 だ け ご 負 担 く だ さ い 。）  

    h t t p s : / / r i n e n k e i e i s h i . n e t / c o n t a c t / f o r m . p h p  

 

 ご 愛 読 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

      著 者 ： ( 株 ) I ＆ C ・ H o s B i z セ ン タ ー  

                C a p t a i n  平 本  靖 夫  

プ ロ フ ィ ー ル は  

h t t p : / / r i n e n k e i e i s h i . n e t / c o r p o r a t e / i n d e x . h t m l # h i r a m o t o  

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

    バ ッ ク ナ ン バ ー は 下 記 の U R L を 確 認 し て く だ さ い 。  

 【 １ 】  # 5 1 0 号 ・ ・ ・ ・ ２ １ ・ ０ 8 ・ ０ ６ ( 金 ) ・ ・ ・ バ ッ ク ナ ン バ ー  

 h t t p s : / / r i n e n k e i e i s h i . n e t / m a i l _ m a g a z i n e / h a y a b u s a . p h p   

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  次 回 予 告  ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

皆 様 の コ メ ン ト を 励 み に し て 、 航 海 を 持 続 い た し ま す の で 、 重 ね て ご 支 援  

ご 鞭 撻 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

◆ 次 号  第 ５ １ ２ 号 か ら は 、 コ ロ ナ 禍 を 契 機 と す る 時 代 の 変 化 に 苦 し む  

す べ て の 中 小 企 業 の た め に 、 い か に 生 き 延 び る た め の 施 策 を 打 っ て い く か  

第 1 章 「 悩 め る 中 小 企 業 の た め の 売 れ る し く み づ く り C S A 講 座 基 礎 編 」 を  

4 回 シ リ ー ズ で お 届 け し ま す 。  

 

栄 え あ る 第 1 回 は  
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「 コ ロ ナ に 克 つ ！ ス モ ー ル 企 業 が 勝 ち 残 る た め の 、 た だ 一 つ の 戦 略 と は ？ 」  

を お 届 け い た し ま す 。  

 ２ １ ・ ０ 8 ・ ２ ０ （ 金 ）  著 者 ： 編 集 長  岩 下  一 智  で お 届 け い た し  

ま す の で 、 乞 う ご 期 待 ！   

 

最 後 ま で お 読 み い た だ き 感 謝 い た し ま す 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま す 。  

で は 、 ま た 次 号 で 元 気 に お 会 い し ま し ょ う ！  

 

— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —  

◆ 発 信 日 ・ ・ ・ ・ ・ 毎 週 ・ 金 曜 日  

◆ 発 行 責 任 者 ・ ・ ・ ・ ・ C a p t a i n  平 本  靖 夫  

◆ 編 集 長 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 岩 下 一 智 ・（ 株 ） I & C ・ H o s B i z セ ン タ ー  執 行 役 員   

    マ ー ケ ッ ト ・ ク リ エ ー タ ー ( M R C ) ・ ・ ・ C S A 開 発 推 進 責 任 者  

プ ロ フ ィ ー ル  

h t t p s : / / r i n e n k e i e i s h i . n e t / c o r p o r a t e / i n d e x . h t m l # i w a s h i t a  

 

◆ お 問 い 合 わ せ ・ 質 問 は  

メ ー ル ア ド レ ス ： k a z u _ z o h a n @ h o s b i z . n e t  

発 行 責 任 者 ： C a p t a i n  平 本  靖 夫 、   編 集 長 ： 岩 下  一 智 M R C  

 

＊ 配 信 解 除 Ｕ Ｒ Ｌ ： 配 信 停 止 を ご 希 望 の 際 は 、以 下 の ア ド レ ス を ク リ ッ ク し て

く だ さ い 。  

     _ _ s t o p _ _  

 


